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る が ， 良性 上 皮 下 では惡性 上 皮侵 入 時 に 形成 され る よ う

な 特異 な 突破像は決 して 起 ら な い．

　 42． 癌組織の Co6e感受性に及ぼす諸種物質の

　　　　影響に關す る貿驗酌研究

　　　　　　　　（大阪 市大）　 藤森蓮水 ， 山田文夫

　　　　　　　　寺村定雄 ， 坂 ロ 治男 ， 武田正 二

　余等は昨年 の本總會 に 於て ， Co60の 制癌作用に關す る

實驗的研究結果 を發表 した が， 今囘はエ
ー

ル リ ヅ ヒ 腹水

癌移植後10 日 目の 腹水 0．1coを體重約15〜20　g の 雄性 雜

系 v ウス の 側背部皮下に 接種 し，そ の 移植癌に 對 し，Co60

針近接照射 と性 ホ ル モ ン との併用 ， 或は重金屬類 との併

用，或は制癌劑 と の 併用 を行 い
， 癌組織の Co6憾 受性 が

こ れら物質の 併用 に よ つ て 如何な る影響を蒙る か を觀察

した ．

　實驗方法 ：先ず翻癌劑 ・Co6 騨 用實驗では各種制癌劑

を 大量 （ 250  ノ  以 上 ），中等量 （150  ！  ） ， 少量

（50  1  以下）の 3群に 分け ． 移植當 日 よりi5日間連

績腹腔内に注射 し，叉同特にCo6°

針 を腫瘍 に密着 さ せ 線

量 26γ 照射 し， 制癌劑 ・Co60 併用群 ，
　 C 。

6°

單獨照射群 ，

制癌劑單獨投與群 ， 封照群の 蔓群 に 分けて 觀察 した ．

　次に ホ ル モ ン ・Co6°
併用實驗 で は ， 腫瘍發生確認後

Co60針20mc 衷 面 量 1666γ 照射後，テ ス トス テ ロ ン ・プ ロ

ピォ ネート　（T ．p．と略）125  1kg，ヱ ス トラ ジ オ
ー

ル ・

ベ ン ツ ァ
ー

ト （E．b．と略）25mgノ  ，
プ ロ ゲ ス テ ロ ン （P ）

50   lkgを背部皮下に隔 日 3囘連綾注射 した ．こ の 實驗

もCo50單獨照射群 ，
　Co60。T ．p．併用群 ，

　Co60・E．b．併用群

Co60・P 併用群，各ホ ル モ ン單獨注雛群， 獨照群 の 8 群

に分けて觀察した ．次 に重金屬製副 Co6  
併用實驗では，

移植後 3 日 目前後 か ら 工週間に 3囘の 割で連績 5 囘 に 亙

つ て，アル ゼ ノ ベ ン ゾール ソ
ーダ ， 或 は鹽基性 ト リク ロ

ー
ル ブ チ

ー
ル マ ロ ン 酸 蒼鉛，或 は ア ウ ロ チ オ グ ル ：T ／・一・

ゼ 等 を腫 瘍内に 直接注射し，Co6°

針線量 約 111Tr を全

身照射 した 。本 責驗 に於て も重金驕製劑注射後Co6°
照射

群 ，
Co6 °

照射後重金麗 劑注 射群，　 Co6 °

單 獨照射群，章 金

屬製謝單獨注射群 ， 翼 照群 の 5群に 分 けて 比較觀察 した．

　實驗成績 ：生命延長に 就 て は ， 制癌劑投與群中，單獨

投與群 はCo60＞ AZM ＞ ザ ル コ マ イ シ ン 〉 ア ザ ン の 順序

でCo60製癌劑併用群は單獨群 よ り1D日以 上 の延長 を示 し

た．ホ ル モ ン 投輿群で はT ．p．單獨群 〉 野照群 ＞ T ．p ・Co60

併用群，翼照群 ＞ Co6°

單獨 群 ＞ P 單獨群 ≒ C ・… P 併

用 群，獨照 群 ＞ Co60照 射 群 ＞ E ．b 注射群 ＞ E ．b．・Co60併

用群の關係 を示 した．重金屬製劑實驗 で は ， Coso單獨群

が 最 も長い 生 存 を示 した 。

　體重變化 に就 て は，制癌醐では體重減少の 度合は單獨

投與群はCo6a＜ AZM ＜ ザ ル コ マ イシ ン ＜ ア ザ ン で ， 併

用群 は投與後 7 口 目よ り體重増加 の傾向 を示 しホ ル モ ン

投與群では T ．p．は増加的に E ．b ．は寧ろ減少的に 作用

し ， 重金屬製劑では，重金矚製鄰注射後 Co60 照射群 は

一
般 に 減少 の 傾向を示 した が ， 他群は余 り

一
方向に増減

を示す こ とは 少 な か つ た ，

　腫瘍の 發育抑制度に關 して は ， 剃癌觀で は單獨群は，

Co60＞ ザ ル コ マ イ シ ン 〉 ア ザ ン ＞ AZM で併用群は中等

量以下 の 投與群 は 單獨群及 び 饗 照群に 比 し大であ る．猶

ナ イ トロ ミン 投與群 に歳て は 目下強討中である．T ．p ぽ

腫瘍減少的 に 作用 し，重金屬製劑注射CofiO照射群は他群

よ り遙か に 強 い 腫瘍發育抑制度 を示 し，而もCo前
照射後

重金矚蛾注射群 よ り強度 の 抑制を示 した事實は前者に於

て 腫瘍組織 の CoGopa受性が重金屬に よ り直接影響され た

以 外に 二 次線 に 依 る影響 を も首肯 せ しめ るに 足 る．

　43． 子宮頸癌 C．P ．L ．分類と間質反應 ， 特に好

　　　　酸球出現態度に就て

　　　　　　　　　　　僻 戸掖 濟 會 ）　松村　博良

　工950年九 大 今 井歡授 は癌腫發育 先 端部に 於 け る癌實質

羇間質關係及び脈管内蔓延状況と其の 程度 から C．P ．L ．

の 3型 に 分類 し， 其の 後1952年新大赤崎教授は摘出子宮

頸癌 の C．P．L 。分類 と其 の 豫後に就 て 報告 され た ．

　演者は子宮頸癌患者 の 摘出標本に 依 り其 の C ．P　．L ．分

類に 從つ て間質反應特に局所好酸球 の出現態度に就き檢

索 した 成績 に就 い て報告す る．

　實驗材料　祚戸掖濟會病院産婦入科，東京醫科大學産

婦人科教室 ， 及 び日赤渋谷産院に於ける最近 10年間の 子

宮頸癌摘出標本80例に就 き ， 癌魂中心 を通 り， 且 つ 癌腫

の 邊縁及び 其 の 周邊組織を充分合 ぬ た 全割標木 を作 り，

更 に 之 を左 右に．2 分 し，H ・E 及び V ・G 染色 を し 以下

の如 く檢素 した．

　1）　組織學的分 類 ， 扁平上 皮癌群 76例 ，　腺癌群 4 例

C．P ．L ．分類 に分 け る と，
　 C型 56例 ，

　 P 型 5例，及び 1、

型19例で ， 各型 に輕度の 他 の 型 を 含むもの 合計28例 あ つ

た 。其 の 内簇出胞災部 に好酸球 出現 した も の C型 40例 ．

P 型 4例 ， 工型 15例であ る・

　2） 好酸球の 出現す る程度の判定規 〜繊ま檢鏡下 （90×

？由浸）　1覗 野 3 コ 迄（十 ），　6 コ 迄（静），　9 コ 迄（忸），　そ

れ以上 を （鼎）と し，観野 4 っ の 平均値を以 て 出現程度 を

決定 し， 同一
標本に て も特 に異つ た所見 の 者 は 2 コ 以上
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計上 した．胞集内に好酸球の 突入 す る も の をE エと し，

胞漿周邊に 接 して い る も の E2
， 胞災に 接す る 間質 反 應内

に出現す る もの Ea，特 1，c 血 管周邊に 出現す る も の Ed

と した ． C．P ．L ．分類に 從い 簇出部に 於け る局所好酸球

出現状 況 を各型 の 陽性 群 につ き El，　E ，，　E3，臥 に 區分 し

て 見 る と，C 型 ： EI ユ9 ，
　 E218

，
　 E36 ＆ El　 4 計 109，

P 型 ： E1 　2 ，
　 E2　1　g 　E34 計 7 ，　工」型 ： E1 　2 ，　E，

4，

Eg　lo計16，總計 132 で あ る ．即 ち 簇出先 端 部 で は 簇出

胞欒周邊 に出現率高 く， 特に C 型 に 於 て 好酸球出現程度

が 強い ．

　 3） 聞質 は吉田教授 の 述べ る 如 く固有聞質 と偶然問質

に 分けられ る．勿論腫瘍 の 間質反應と して 兩者 の 鑑別に

困難な ときが あ るが ， 今此 の 問題に觸れずに 各 々 の 場 に

於 ける 好酸球 の 出現程度と C ．P ．L ．分類に就て 見 る と癌

魂周邊間質部 に於て は C 型 に 多 く（例數省酪）．胞 漿間隙

に 於ける偶然間質部でもC 型 の 方が著明である （例數省

略）．

　4） 發育先端部簇出胞篥の 腫瘍細胞 の 進行 度 と好酸球

出現状況 を C ．P．L．分 類 に依つ て 見 る とsC 型 に 於て は

進行型 の 場合 に好酸球の 出現が 著明で ， 靜止型 ， 退行型

の 場合 は何れ も出現程度ぽ少い ．叉 進行型 の胞策内に は

好酸球突入 す る も の が 多 く認 め られ る．P 型，及び 工 型

の 兩者は全 く少い （例數省略）．勿論P 型 に於て 腫瘍細

胞 の 退行型 に は 全 く無 く靜止型 の み に 認め られ た ．

　 44． 子宮頸癌 の病理と豫後

　　　　（岡 大 ）　秋本若二 ， 長 懶　勇 ， 浮田美勝

　　　　　　　　勝 矢 　修，池 田喬滋 ， 林　幸三

　1）　試驗切除切片所見 と豫後 （長瀬）

　C ．P ．L ．組織分類 （今井） は頸癌豫後 と密接 な る關連 を

有 し，

一
般の 注 目を浴 び て い る が，小な る診査 切 除片

に は 適用 しがた い 。長瀬 は昭和16〜23年間 の放射療法例

517例に就 き檢討 を行 い ，豫後 と密接 な る關係 を有す る

組織分類 を企 て 次 の 如 き結論 に 達 した ．即 ち診 査切除切

片 に於け る癌實質 と問質との 關係よ り， 今井氏の イ デー

を參考 と し． 次 の 3型 に 分 類 した 。

　1 型 …殆ん ど無 簇 出で，癌 實質 と間質 との 境 界部が す

べ て 鮮明 な もの ．

　∬型…癌實質，間質境界部 に 於て ， 簇 出が輕度及び中

等度で ， 境界 は
一

般 に 不鮮明 に 見え ，癌 實 質 が 既存 間 質

内 に進出 して 行 く惑 じ を與 え る もの ．

　 皿型…且型 の像を標本内 の 多數 の 簡所に且つ 極めて 強

度 に認め る も の 。

　本分類各型 に 於ける 5年 治癒率 は 1型 61。O％ （了5／

工23），　亘型 25。6彡6 （81r／3ξ［0），　皿型 109％ （エ ノ5d）で，

各型間に明らか 〉な治癒率 の差 を認め た 。

　2）　放射療法患者の 腟内容 丁。P，T ．陽性細胞 と豫後

（浮 田 ）

　一定量 の 腟内容中の T ．P 。T ，陽性細胞 を放射療法 中毎

ロ檢査 し， そ の 消長を觀察 した 。治療初期 の もの に 比 し

レ 線第12囘 （3600r） 終 了 前僕 に 於 け る 細胞數 が 3 倍以

上 の 増加 を示すもの をA 群，減少 又 は 多少増加す る も の

を B群 として 100例 に就 て ， 治療後 の 經過 との 關係 を見

る と ． A 群 ｝こ 於 て は B 群に 比 して 經過良好例 が 明 ら か に

多い 。

　8）　組織的進行期 と豫 農 （勝矢）

　術後滿 5年 以 上 を 經過 した 岡林式子宮頸癌剔出標本55

例 に就 て ，組織的進 行 期 と豫後 と の 關係を調 査 す る と，

進行期 の 進む に從い 豫後が 不良 とな る r 次に 他 の ，50・例に

就 て 子宮提帯を前部 ・ 中 部 ・後部 別 個 に搬査す る と，臨

床第 1期31 例中3 例 に 中部 の み な らず前部に癌組織を證

明 した。後部 は全例 に 陰性 であっ た d

　4）　尿 素 ク リ ア ラ ン ス 値 （池 田）

　手 術療法群 36例 の 入 退院時尿 素 ク リア ラ ン ス 値 は 92．9

％，87．3％で，退院時稍it　X 下の傾向が 見 られ ， 放射療

法 群 28例 で は8 ．4％ ，83．4％ と稍 t−E昇 して い る が，い

ずれ も有意差は見 られな い 。退院後定期懐診時 の もの は

經過良好例では手術療法群は 次第に．と昇 し， 退院後 6 カ

月で健常入値 に恢復す る．放射療法群では退院後 6 カ 月

よ り退院時値よ り僅か に 上昇する．纏過不良例では良好

例 に 比 し腎機能 が低 下 して い る様に思われ る．

　5）　足高 氏 妊娠異 常 尿反應 （林）

　治療後定期檢診時に 於ける 成績ぽ，經過良好群 46．2％

不 良群88。3％ ， 再發疑 わ し き も の 80．6％ の 陽性率 を示

し ， 良好群 が右意に低率であ る。尚檢診時毎囘陰性 tL示
す もの の 93。1％ は 經週良好であ る が，連結陽性を示す も

の の 4d．1％は經過不良であつ た ．從つ て 本反應連績陽性

を 持綾する もの では ， そ の 經過に對 し深甚 な る注意を要

す る．

　45．子 宮頸癌の 占居郡位と組織形態 ， 糠 に
“

不

　　　 可 観癌
”

　9こflXて

　　　　　　　　　 （慈 大）　細瑚　勉 ， 佐藤　裕

　　　　　　　　八 畠元 次 ， 西 旧 誼史，樋 ロ 儀市

　吾 々 ぽ第 T囘總會に 於て s
．早期癌と稱 し得 る よ うな 子

宮頸癌で ｝ま意外 に 癌築 が 頸管圓を 占居 して い る こ と を報

告 した が ，今囘は昭和28年度以 降手術 に依 り剔出 され た
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